
［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 
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沖縄地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ）9月 29 日に沖縄本島北西沖で M6.1 の地震（最大震度３）が発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ



 

９月29日 沖縄本島北西沖の地震
 震央分布図 

（1980年１月１日～2009年10月５日、深さ60km以浅、M≧3.0）
2009年8月以降の地震を濃く表示、図中の発震機構は全てＣＭＴ解 

2009年９月29日04時22分に沖縄本島

北西沖の浅いところで、M6.1の地震（最

大震度３）が発生した。この地震の発

震機構（ＣＭＴ解）は、北西－南東方

向に張力軸を持つ型で、沖縄トラフ拡

大の方向と調和的である。この地震の

震源付近では、８月中旬頃から地震活

動が発生しており、M３～４程度の地震

が度々発生していた。今回の地震の震

源付近（領域ａ）でM5.0以上の地震が

発生したのは、1993年７月７日のM5.2

の地震以来である。 
領域ｂ 

今回の地震

領域ａ 

領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

（1980年１月１日～2009年10月５日、M≧3.0）

領域ａ内の時空間分布図 
（2009年８月15日～10月５日、M≧2.0、東西方向投影）

（2009年８月15日～10月５日、M≧2.0）

東 

今年８月からの活動の時空間分布（左図）を見ると、

９月29日のM6.1の地震は、８月からの活動の場所よりも

少し東よりであるように見える。 

今回の地震の震源を含む沖縄トラフ沿いの領域（領域

ｂ）では、M５～６程度の地震が数週間のうちにまとま

って発生するような活動が過去に何度も見られている。
西 

領域ｂ内の地震活動経過図（1980年１月１日～2009年10月５日、M≧4.0） 
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